
補足資料５　会社決算処理

自社の会社決算で、社内会計管理用に売上を分割する必要がある場合、会社決算処理で対応ができます。

会社決算処理とは・・・
会社決算日または月次時点で未返却の、月極比較、月極日割、日極について、前回締切日翌日～会社決算日

　　までの売上を計上します。ただし、締日＝決算日の請求先のレンタルは対象となりません。
自動作成された決算用売上は、請求の対象となりません。社内の売上実績として集計されるのみとなります。

会社決算処理の事前確認
会社決算処理は会社決算日までの入力処理（出荷、返却含む）を全て終わらせてから実行して下さい。
会社決算処理後に会社決算日以前の日付で出荷や返却を行った場合、再度会社決算処理を行なって下さい。
（決算処理は何度でも実行できます）

補足事項
・　会社決算処理は何度も実行できます。
　　実行するたびに、該当年度の会社決算伝票を全削除後、再作成します。
・　会社決算処理で作成した伝票は、

・　売上入力画面から金額などを変更できます。（倉庫は指定できません）
→ただし、修正後に再度会社決算処理を行うと修正内容は破棄されますのでご注意ください。

・　請求処理の対象にはなりません。
・　入金個別消込の対象にはなりません。

・　以下の場合は処理できません。
　・決算年月日が運用設定の伝票入力日制限にひっかかる場合
　・決算年月日がまだ伝票を１枚も登録していない決算年月日指定の場合

・　会社決算に請求締切処理は関係しておりません。

会社決算日で特別に請求締切処理をするということはありません。

売上作成例
実際にどのようなデータが作成されるかを、以下例で説明します。

・毎月２０日締めの請求先で、会社決算日が８月末、日割でレンタルした明細が９月５日に返却があった場合

①　８月３１日で８月２１日～８月３１日までの売上１１万円が作成されます。
②　同時に９月１日の売上日で、－１１万円の売上が作成されます。

③　９月５日の返却処理時は、８月２１日～９月５日までの返却売上１６万円が作成されます。

①、②は社内の売上実績としては集計されますが、請求書には発行対象となりません
③は、通常通り、請求書の発行対象となります。

・　定額補償料は決算売上では日割で計算されます。
・　基本料は決算売上では計上しません。

・　月単価計算（種別が日極以外）の場合は、決算売上のレンタル金額は以下で金額計算されます。
　　数量×単価÷30×前回締切日翌日～会社決算日までの日数

・　決算売上では消費税は計上されません。
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会社決算処理手順

①　メインメニュー　「システム管理」　タブから「データベースバックアップ」を起動して、「バックアップ実行」ボタン
をクリックし、念ためデータベースのバックアップを行います。

②　メインメニュー　「システム管理」　タブから「会社決算処理」を起動します。
決算種類で月次決算/本決算を選択して下さい。
画面に表示されている決算日を確認して、「実行」ボタンをクリックします。

月次決算の場合は年月を指定します。本決算の場合は年のみを選択します。

・　「リスト作成」をクリックすると、作成予定の売上伝票リストを表示します。
　　決算処理を実行する前に作成される予定のデータを確認することができます。
・　「削除」をクリックすると、指定した決算日で作成した売上伝票を一括で削除します。

④　確認メッセージが表示されます。よければ「はい」をクリックして下さい。

⑤　終了メッセージがでたら、処理は完了です。
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会社決算売上伝票の検索、確認方法
・売上入力画面で、修正ボタン押下で修正モードにします。
・伝票Ｎｏ欄でＳＰＡＣＥボタン押下で、伝票検索画面を表示しまうＳ。
・摘要に「決算」を指定して検索します。

・　決算処理で作成した伝票は、以下の文字が設定されています。伝票検索ではこの条件を指定することで
　　検索することができます。

・　摘要に　「決算前調整伝票」（または「決算後調整伝票」）　、「対象受注No:99999999」　
・　明細備考に　「決算調整 mm/dd-mm/dd XX日分」

以上
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